
心を込めてきれいにすると 校長 佐藤 喜代子

３月を迎え、令和元年度を締めくくる時期になりましたが、日ごと広まる新型コロナウイルスの感染対応策に伴い、

尼崎市では、３日（火）から春休みまで臨時休業の措置が決定しました。卒業式は、必要最小限の人数で簡素化して実

施予定です。急な変更などで混乱が予想されますが、何かあればミマモルメ等で連絡させていただきます。心配は尽き

ませんが、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

締めくくりにふさわしい話しは何かと悩み考えましたが、私が好きなテレビ番組である「プロフェッショナル 仕事

の流儀」（NHK）を見るきっかけとなった人を紹介することにします。その人は、新津 春子（にいつ はるこ）さんと

いい、中国残留日本人孤児２世として生まれ、１７歳の時に渡日し、以後２５年以上清掃の仕事に従事されています。

現在は、世界一清潔な空港に選ばれている羽田空港国際線ターミナル清掃の実技指導者に加え、同社唯一の環境マイス

ターとして清掃職人の育成を任されています。

日本に来てすぐの頃は、言葉も通じず、家族全員が一緒に働ける仕事を探すと選択肢がなかったといいます。好きで

始めたわけではなかった清掃という仕事ですが、一つずつ新しいことを覚えていくうちに魅力を感じるようになったそ

うです。一度は違う仕事に就職した新津さんでしたが、体を動かすことが大好きで、常に新しいことを考える、いろい

ろな人と出会うことのできる仕事がやりたいと、その仕事をやめて本格的に清掃の技術を学ぶことにしました。職業訓

練校で特殊な技術や理論を学ぶことで、ますますできることが増えて夢中になり、その学校で人生の恩人となる指導者

に出会うことになりました。同じ洗剤でもメーカーによって特徴が違い、状況に応じて使い分けるには、研究と経験が

必要だといいます。あるとき、「全国ビルクリーニング技能競技会」への出場を勧められました。技術に自信のある新

津さんは予選会で１位になると信じていたにもかかわらず、結果は２位でした。そのときに恩師に掛けられたのは、「あ

なたには優しさがない」という言葉でした。「道具を作った人の気持ちを考えて使っているか」、自分以外の人のことを

意識して清掃することを考えてみたことがなかった新津さんは、そこで初めて、心を込めないといい仕事はできないと

いうことを学んだそうです。「次の人が使うときのことを考え、感謝の気持ちを込めて清掃する」という助言に、心で

仕事をする大切さを実感したといいます。次のチャレンジで、史上最年少で優勝することができたのは、その教えがあ

ったからこそでした。視野が広くなると全体の中で仕事のポイントがつかめるようになり、効率が上がり、心に余裕が

生まれます。するとみんなに優しくできるようになり、自然と人との会話が生まれ、「きれいにしてくれてありがとう」

という声を掛けてくれるようになる。自分を見てくれている人がいれば緊張感をもって仕事ができ、感謝されるともっ

ときれいにしようという思いがでてきて、より仕事が楽しくなる。難しい注文にも果敢に挑戦する姿はプロフェッショ

ナルそのもので、時には、人が入らない夜中に仕事を仕上げる時もあると聞きます。８０種類以上の洗剤を駆使し、あ

らゆる困難な汚れを素早く、どこまでも細やかに落としていきます。大勢の人が行き交うところでは、人の動きに配慮

して道具を使い、環境に応じた人の行動に配慮した清掃法を判断してできるようになったそうです。人の指導をする際

にも、相手を思いやる心がないとうまくいきません。将来にとってどんなことが役立つのか、清掃は自分や家族のため

に必ずすることなので、仕事として続かない場合でも基本を教え込むことを大切にしているそうです。自分に自信が持

てるまで妥協せず、仕事に誇りをもって挑戦し続ける。その姿はとてもかっこよく、ほれぼれするほどです。

有名な会社の経営者たちが掃除の重要性を提唱し、社員の心を穏やかにし、人の心を動かしたといいます。荒れた学

校で、学校をきれいにすることで問題行動が激減し、地域からの応援につながった例があります。『きれいにすること

は心を磨くことにつながる。また、無心に掃除をすることで謙虚な気持ちになり、アンテナが研ぎ澄まされ、小さなこ

とにも気づくようになる。そして自ら一歩踏み出して「やれた」という感動、感謝の気持ちが生まれる。そこから豊か

な感受性も養われるのであろう。』という記事を読んで、納得することしきりでした。ある先生が、学校のそばを流れ

る溝をきれいにすることから学校を立て直すことをはじめ、見事に実践されたことを知りました。文字通り、掃除は「人
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をつくる」ことにつながるということです。

日本の学校では、子ども達みんなで掃除をしてきれいにする習慣があり、それは世界でも珍しい習慣です。ほうきや

ちりとり、ぞうきんを持って掃除をすることは、今では学校でしかやらないことかもしれません。本校では、８００人

を超える子ども達が日々、掃除を黙々とこなしています。一人ひとりの心がけが、お互いを大事にする心を磨き、大切

な人づくりにつながっていると感じます。もっともっときれいで輝く学校に、輝く子ども達になってくれたらと願って

います。 参照： 転職会議 Report インタビュー、 思潮 Her Story Dec. 2019

みなさまには、一年間いろいろな面で、たくさん支えていただきました。深く、深く感謝申し上げます。今後ともつ

ながりを意識した、「みんなを大事にする学校」でありたいと思います。

※ 不要不急な人が集まる場所への外出を控えていただき、体調管理に心がけ、基本的には自宅で過ごすようにして

元気な姿で新学期が迎えられますよう、ご協力をよろしくお願いいたします。

尚、受け入れ児童に関しては、条件等の詳細を別紙にて配布しますので、ご確認ください。

※令和２年度より、入学式には６年生のみ参加し、他の学年はお休みです。

《あゆみの配布について》

あゆみの配布を 3月 25日（水）9:00～10:00に各教室でおこないます。児童もしくは保護者に配布します。受け
取った人から下校します。この時間帯に受け取りが無理な場合は、この日時以降に取りに来て下さい。

《ミマモルメの登録を！》

緊急連絡や今後の対応などミマモルメで連絡をします。まだ、登録をされていない方は是非登録をお願いします。

ミマモルメのサイトから簡単に登録できます。また、登録をされていない方が知り合いにいましたら、学校から配

信される内容をお伝えいただけるとありがたいです。

１日（日） 　　　　　　　　　　　　　　　　　 １７日（火）
２日（月） 　　　                 　                                      　諸費振替日 １８日（水）
３日（火） 臨時休校 １９日（木） ●
４日（水） ２０日（金） 　　春分の日
５日（木） ● ２１日（土）
６日（金） ２２日（日）
７日（土） ２３日（月）
８日（日） ２４日（火）
９日（月） ２５日（水）   あゆみ配布9:00～10:00（各教室）

１０日（火） ２６日（木） 春季休業日（～４月６日（月）） ●
１１日（水） ２７日（金）
１２日（木） ● ２８日（土）
１３日（金） ２９日（日）
１４日（土） ３０日（月）
１５日（日） ３１日（火）
１６日（月）

４月の予定

３日（金）新６年登校日

７日（火）始業式

８日（水）入学式

１０日（金）離任式

１３日（月）給食開始

２３日（木）参観懇談・

１年引き渡し訓練

２７日（月）１年生給食開始

２８日（火）１年生を迎える会

３０日（木）家庭訪問開始

● 教職員定時退勤日

一年間ありがとうございました

一年間子ども達は、学校で担任をはじめ、たくさんの先生方から学び、知識を広げ、深めていきました。

また、たくさんの友だちと励まし合い、助け合い成長してきました。保護者の皆様も我が子の成長を実感さ

れていることと思います。子どもの成長って本当に目を見張るものがありますね。

末筆ながら、保護者の皆様をはじめ、ＰＴＡ役員の皆様の本校教育へのご支援とご協力に厚く御礼申し上

げます。本当にありがとうございました。 教職員一同

２月４日（火）に児童会役員選挙が行われ、新児童会役員が決定しました。

会長

副会長

書記

５年１組 山門 詩菜
やまかど うたな

５年２組 佐々木 菜穂 ４年３組 青木 陽生
さ さ き な ほ あおき ひなせ

５年４組 小川 穂夏 ４年１組 本間 龍之介 ４年４組 古江 一華
おがわ ほのか ほんま りゅうのすけ ふるえ いちか


